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石見銀山地区本部版

令
和
６
年
度
事
業
報
告

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
管
内
の
農
業
情

勢
に
お
い
て
、
園
芸
品
目
の
振
興
、
担
い
手

の
育
成
・
確
保
、
ま
た
営
農
指
導
と
経
営
指

導
を
通
じ
た
農
業
者
の
所
得
増
大
、
農
業
生

産
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
管
内
組
合
員
数
の
減
少
や
高

齢
化
、
担
い
手
不
足
に
よ
り
地
域
農
業
生
産

基
盤
の
脆
弱
化
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ

り
、
信
用
共
済
事
業
の
収
益
低
下
等
、
厳
し

い
経
営
環
境
の
な
か
事
業
内
容
の
見
直
し
を

踏
ま
え
た
事
業
改
革
に
よ
り
、
収
支
改
善
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

営
農
関
連
で
は
、
地
域
農
業
の
担
い
手
確

保
に
向
け
行
政
と
連
携
し
、
集
落
営
農
の
組

織
化
・
法
人
化
、
新
規
就
農
者
の
支
援
並
び

に
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
の
取
り
組
み
と
販

売
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

信
用
関
連
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る

地
元
農
畜
産
物
の
提
供
の
ほ
か
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
に
よ
る
利
用
者
の
満
足
度
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

大
田
市
及
び
各
種
団
体
へ
交
通
事
故
防
止
を

目
的
と
し
た
反
射
材
等
の
寄
贈
や
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
並
び
に
こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
米
贈

呈
等
も
実
施
し
ま
し
た
。

①
営
農
指
導
事
業

Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
担
い
手
訪
問
で
は
、
引
き

続
き
情
報
収
集
及
び
提
案
型
支
援
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

水
稲
で
は
、
座
談
会
や
告
知
放
送
等
を
通

じ
、
高
温
対
策
や
病
害
虫
対
策
に
つ
い
て
指

導
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
水
田
利
活
用
に

よ
る
所
得
安
定
対
策
と
し
て
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

及
び
飼
料
用
米
の
作
付
面
積
の
拡
大
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
の
他
、
耕
畜
連
携
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
畜
産
農
家
か
ら
生
産
さ
れ
る

堆
肥
利
用
の
促
進
及
び
牧
草
の
作
付
け
拡

大
、
粗
飼
料
の
利
用
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

園
芸
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
域
重
点
推

進
６
品
目
の
産
地
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
の
支
援

や
作
付
面
積
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

②
販
売
事
業

農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
と
消
費
者
の
理
解

醸
成
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
の
特
売
日

や
道
の
駅
『
ご
い
せ
仁
摩
』、
そ
の
他
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
管
内
特
産
品
や
牛
乳
、乳
製
品
、

卵
の
販
売
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

関
係
機
関
や
企
業
・
団
体
と
広
く
連
携
し
、

著
名
な
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
一
流

フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ
と
協
力
し
、
管
内
農
産
物

の
認
知
度
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の

他
、特
産
品
現
地
視
察
の
受
け
入
れ
に
よ
り
、

関
東
圏
で
の
大
型
ス
ー
パ
ー
で
の
取
扱
品
目

及
び
出
荷
量
の
拡
大
に
結
び
付
き
ま
し
た
。

③
購
買
事
業

生
産
資
材
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
で
あ

る
除
草
剤
の
『
ネ
ッ
ト
販
売
』、
指
導
員
巡
回

に
よ
る
早
期
予
約
注
文
を
徹
底
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
水
稲
肥
料
・
農
薬
銘
柄
の
普
及

拡
大
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
創
出
や
、

担
い
手
組
織
に
向
け
『
大
型
規
格
農
薬
』
提

案
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
と
取
扱
量
の
拡
大
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

で
は
、
地
産
地
消
を
柱
と
し
た
農
畜
産
物
の

消
費
拡
大
に
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
各
部
署
が
連
携
し
、
自
動
車
農
機

合
同
展
示
会
の
開
催
や
紙
面
展
示
会
・
通
信

販
売
の
実
施
な
ど
、
引
き
続
き
幅
広
い
提
案

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

④
信
用
事
業

信
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
と
生
活
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
機
能
強

化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
年
金
相
談
会
の
開

催
や
『
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
』
を
中
心
に
次

世
代
へ
の
資
産
形
成
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

融
資
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
宅
資
金
利
用

者
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト（
い
ち
ご
狩
り
）

を
実
施
し
て
利
用
者
の
満
足
度
向
上
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
農
業
融
資
に
お
い
て
は
大
型

資
金
需
要
に
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

ま
た
敏
速
に
対
応
し
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

⑤
共
済
事
業

組
合
員
・
利
用
者
へ
の
『
ひ
と
・
い
え
・
く

る
ま
』
そ
し
て
農
業
を
含
め
た
総
合
保
障
の
提

案
に
向
け
、
３
Ｑ
活
動
に
よ
る
情
報
提
供
と
契

約
者
へ
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
よ
り
繋
が
り
を

強
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
大
田
市
へ

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
11
基
、
大
田
市
交
通
安
全
協
会

へ
夜
光
反
射
材
１
０
０
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

第11回　地区本部
総代説明会開催
　ＪＡ石見銀山地区本部は６月12日、島根県立男女共同参画セ
ンターあすてらすにおいて、第11回地区本部総代説明会を開催
し、管内各地区の総代定数69名の内48名の総代にご参加いただ
きました。
　令和６年度事業報告、令和７年度事業計画は、次のとおりです。
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令
和
7
年
度
事
業
計
画

（
１
）
基
本
方
針

当
地
区
本
部
管
内
は
人
口
減
少
、
組
合
員

の
高
齢
化
等
の
要
因
か
ら
、
農
業
や
地
域
社

会
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
、
農
業
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
が
懸
念
さ
れ

る
と
と
も
に
、
組
織
基
盤
並
び
に
経
営
基
盤

の
弱
体
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
経

営
環
境
の
変
化
を
見
据
え
た
事
業
の
改
革
及

び
業
務
の
改
善
を
進
め
、
持
続
可
能
な
経
営

基
盤
の
確
立
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
存
在
意
義
で
あ
り
、
使
命

で
あ
る
生
産
者
の
営
農
継
続
と
地
域
農
業
の

振
興
を
実
践
し
て
い
く
た
め
、
事
業
内
容
の

見
直
し
を
含
め
た
業
務
の
効
率
化
や
経
費
削

減
の
徹
底
を
図
り
、
事
業
収
支
の
改
善
に
取

り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
今
後
更
に
厳
し
く

な
る
と
予
想
さ
れ
る
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、

組
合
員
・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
新
た
な
店
舗

再
編
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）
事
業
方
針

①
営
農
・
農
業
振
興

ア�

．
中
核
的
担
い
手
や
新
規
就
農
者
に
対
し

て
の
積
極
的
な
支
援
活
動
に
よ
る
生
産
拡

大
・
担
い
手
育
成

イ�

．
酪
農
に
お
け
る
市
場
出
荷
に
か
か
る
現

場
支
援
等
の
実
施

ウ�

．
養
鶏
に
お
け
る
本
店
畜
産
課
と
連
携
し

た
販
売
先
の
確
保
お
よ
び
販
路
の
拡
大

エ�

．
繁
殖
和
牛
に
お
け
る
母
牛
の
更
新
及
び

飼
養
管
理
指
導
の
強
化

オ�

．
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
農
家

支
援
・
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
・
市
場
出
荷
頭

数
の
拡
大

カ�

．
堆
肥
等
の
利
用
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の

削
減
・
高
品
質
化
を
通
じ
た
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
の
推
進

キ�

．
水
田
園
芸
作
物
の
推
進

②
く
ら
し
の
活
動

ア�

．『
菜
根
館
』
等
の
地
域
住
民
参
加
活
動

の
継
続

イ�
．『
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
』
や
『
農
業
者
・

女
性
部
健
診
』、『
担
い
手
人
間
ド
ッ
ク
』

等
の
健
康
を
守
る
活
動
の
継
続

質
問
・
意
見
・
要
望
等

Ｑ1

白
血
病
の
牛
に
つ
い
て
、
生
産
者
に

正
確
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
な

い
。
白
血
病
に
関
す
る
情
報
提
供
や
対
応
が

不
十
分
で
、
市
場
で
の
取
引
や
生
産
者
間
で

の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ａ
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

Ａ1

Ｊ
Ａ
に
は
市
場
責
任
が
あ
る
の
で
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と
家
畜
伝

染
病
防
疫
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

Ｑ2

積
立
金
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、
併
せ
て
積
立
金
総
額
を
教
え
て

欲
し
い
。
老
朽
化
し
た
施
設
が
多
い
の
で
施

設
等
更
新
積
立
金
を
充
実
し
た
方
が
良
い
と

思
う
が
、
Ｊ
Ａ
は
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ2

通
常
総
代
会
資
料
に
積
立
目
的
、
積

立
目
標
額
、
取
崩
基
準
及
び
積
立
額

を
記
載
し
て
お
り
、
施
設
等
更
新
積
立
金
は

毎
期
充
足
し
、
更
新
計
画
に
基
づ
き
使
用
し

て
い
ま
す
。更
新
積
立
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
運
営
の
中
で
提
案
し
ま
す
。

Ｑ3

出
資
配
当
率
は
０・
７
５
％
で
継
続

す
る
の
か
。

Ａ3

厳
し
い
内
容
の
３
ケ
年
計
画
を
示
し

ま
し
た
が
、
０・
７
５
％
で
固
定
と

い
う
考
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
算
状
況
に

応
じ
て
出
資
配
当
率
を
提
案
し
ま
す
。

Ｑ4

地
区
本
部
へ
の
予
算
配
分
に
つ
い

て
、
事
業
本
部
制
に
移
行
し
た
ら
、

ど
の
よ
う
に
し
て
予
算
配
分
さ
れ
る
の
か
。

Ａ4

各
地
区
本
部
を
存
置
し
、
組
合
員
の

利
益
を
考
慮
し
た
予
算
を
配
分
し
、

本
店
が
全
て
を
決
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
課
題
を
洗
い
出
し
、
将
来
に
つ
な
が
る

予
算
を
配
分
し
ま
す
。

Ｑ5

支
店
運
営
委
員
会
の
開
催
に
つ
い

て
、
形
骸
化
し
な
い
よ
う
に
し
て
欲

し
い
。
Ｊ
Ａ
の
職
員
も
加
わ
り
意
見
を
述
べ

た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ5

支
店
運
営
委
員
会
は
組
合
員
の
意
志

反
映
の
場
で
あ
り
、
今
後
、
支
店
長

の
他
、
本
部
長
、
部
長
、
統
括
支
店
長
も
参

加
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
意
見
交
換
が
進
む
よ

う
改
善
を
図
り
ま
す
。

財務・事業成績の推移� (単位：百万円）
区　分 項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

財 務
事業利益 1 1 6 12
経常利益 61 76 81 91
当期剰余金 △33 48 63 33

信用事業 貯金 51,593 52,102 50,226 50,733
貸出金 14,420 13,089 13,582 13,945

共済事業 長期共済保有高 167,529 160,093 153,428 146,981
短期共済新契約掛金 541 530 519 528

購買事業 購買品供給高 1,178 2,735 2,802 2,351
販売事業 販売品販売・取扱高 3,234 3,179 3,345 3,238

業績還元実施額 0 － 1 0
（注１）財務項目は本店配賦後。貯金は譲渡性貯金を含みます。
（注２）�購買品供給高及び販売品販売高は総額で記載しており、損益計算書における金

額とは一致しません。
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箱
両
千

箱
両
千

TOPICS

2
●
石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合

小
学
生
が
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
選
果
場
を
見
学

TOPICS

1
●
温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合
、
大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合

楫
野
弘
和
大
田
市
長
に
夏
の
果
実
を
贈
呈
＆
報
告

７
月
16
日
、
温
泉
津
町
施

設
園
芸
組
合
は
大
田
市
役
所

を
訪
れ
、
楫
野
弘
和
大
田
市

長
に
『
ゆ
の
つ
メ
ロ
ン
』
を

贈
呈
し
、
出
荷
状
況
を
報
告

し
ま
し
た
。

メ
ロ
ン
を
一
口
試
食
し
た

楫
野
市
長
は
、
ゆ
っ
く
り
味

を
確
か
め
た
後
驚
き
の
表
情

で
「
も
の
す
ご
く
甘
く
て
美
味

し
い
。
こ
れ
だ
け
の
品
質
な
ら

ば
、
贈
答
用
に
太
鼓
判
で
す
」

と
話
し
、
同
組
合
の
厚
朴
邦

広
組
合
長
は
「
梅
雨
も
短
く

気
温
と
日
照
時
間
に
恵
ま
れ
、

葉
の
し
お
れ
、
割
れ
等
の
裂

果
も
無
く
、
近
年
に
な
い
出

来
で
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
23
日
、
大
田

市
ぶ
ど
う
生
産
組
合
は
、
島

根
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

品
種
『
神し
ん
紅く

』
を
楫
野
市
長

に
贈
呈
し
、
生
産
状
況
を
報

告
し
ま
し
た
。

皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
種
無

し
大
粒
系
の
神
紅
を
口
に
し

た
楫
野
市
長
は
「
独
特
な
香

り
で
大
変
甘
く
美
味
し
い
」

と
同
席
し
て
い
た
取
材
陣
に

も
試
食
を
勧
め
ま
し
た
。
同

組
合
の
原
田
武
敏
組
合
長
は

「
天
候
に
恵
ま
れ
順
調
な
生
育

で
し
た
が
、
着
色
管
理
と
糖

度
20
度
以
上
の
出
荷
基
準
の

苦
労
が
あ
り
ま
す
」
と
栽
培

の
難
し
さ
を
説
明
し
ま
し
た
。

楫
野
市
長
は
、＂
儲
か
る
＂

農
業
の
実
践
と
次
の
世
代
の

職
業
の
選
択
肢
に
農
業
が
挙

が
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
激
励
し
ま
し
た
。

７
月
７
日
、
大
田
市
立
長

久
小
学
校
３
年
生
児
童
41
名

が
、
久
手
町
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
共

同
選
果
場
を
見
学
し
ま
し

た
。
大
田
市
で
特
産
化
を
進

め
て
い
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に

つ
い
て
、
同
組
合
と
Ｊ
Ａ
が

連
携
し
て
生
産
か
ら
商
品
化

ま
で
の
特
徴
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
６
月
よ
り
行
っ
て
い

る
学
習
の
３
回
目
で
、
生
産

者
が
収
穫
し
て
持
ち
込
ん
だ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
、
商
品
と

し
て
調
整
さ
れ
て
い
く
様
子

を
選
果
場
の
実
際
の
作
業
を

見
て
学
び
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
約
４
５
０
ｋｇ

が
集
荷
さ
れ
て
お
り
、
長
さ

や
重
さ
を
選
別
し
、
決
め
ら

れ
た
規
格
に
沿
っ
て
結
束
さ

れ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
、
出

荷
用
に
箱
詰
め
さ
れ
る
ま
で

の
工
程
別
の
説
明
に
沿
っ
て

各
機
械
の
役
割
を
確
認
し
ま

し
た
。

ま
た
、
気
温
5
℃
の
予
冷

庫
に
入
っ
て
の
＂
涼
し
い
＂

体
感
や
児
童
の
接
近
に
安
全

装
置
の
セ
ン
サ
ー
が
反
応
し

て
、
選
別
機
械
が
停
止
す
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

児
童
か
ら
は
、
今
日
ま
で

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
額

等
の
質
問
が
あ
り
、
作
業
で

気
を
付
け
て
い
る
点
に
つ
い

て
は
、
担
当
者
の
「
作
業
の

安
全
対
策
が
重
要
で
、
セ
ン

サ
ー
作
動
の
機
械
停
止
が
そ

の
一
つ
で
す
」
と
の
回
答
に

納
得
し
た
様
子
で
し
た
。
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TOPICS

3
●
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
つ
ぼ
み
く
ら
ぶ

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
収
穫
お
よ
び
ポ
プ
リ
作
り
TOPICS

4
●
大
田
市
え
ご
ま
生
産
組
合
、
大
田
市
カ
モ
ミ
ー
ル
生
産
組
合

定
期
総
会
開
催
＆
新
商
品
完
成
を
大
田
市
長
に
報
告

TOPICS

5
●
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部
料
理
ク
ラ
ブ

大
田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
見
学

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女

性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

つ
ぼ
み
く
ら
ぶ
の
部
員
が
、

７
月
15
日
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ポ

プ
リ
の
製
作
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、

４
月
下
旬
に
三
瓶
の
圃
場
に

定
植
し
た
も
の
で
、
好
天
に

恵
ま
れ
予
定
よ
り
早
い
７
月

８
日
に
同
部
員
に
よ
っ
て
摘

み
取
ら
れ
ま
し
た
。

大
田
市
え
ご
ま
生
産
組
合

と
大
田
市
カ
モ
ミ
ー
ル
生
産

組
合
は
、
６
月
26
日
に
Ｊ
Ａ

石
見
銀
山
地
区
本
部
で
定
期

総
会
を
開
催
し
、
組
合
員
・

関
係
者
24
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
環
境
循
環
型
農
業
生
産

の
実
践
と
し
て
、
え
ご
ま
生

産
と
そ
の
裏
作
の
カ
モ
ミ
ー
ル

生
産
は
密
接
に
関
連
が
あ
り
、

両
組
合
の
竹
下
正
幸
組
合
長

は
、「
え
ご
ま
は
、
改
善
を
積

み
上
げ
て
反
収
50
ｋｇ
を
目
指

し
、
カ
モ
ミ
ー
ル
は
、
新
商
品

の
大
田
市
産
１
０
０
％
の
薬

用
入
浴
剤
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し

な
が
ら
、
え
ご
ま
と
カ
モ
ミ
ー

ル
の
両
輪
で
農
家
所
得
の
向

７
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

石
見
銀
山
女
性
部
の
料
理
ク

ラ
ブ
19
名
は
、
川
合
町
の
大

田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
ま
し
た
。
同
女
性
部

が
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

フ
キ
や
里
芋
等
の
食
材
を
提

供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実

際
の
調
理
工
程
を
見
て
み
よ

う
と
実
現
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
24

年
よ
り
市
内
24
カ
所
の
小
中

学
校
等
に
給
食
を
提
供
し
て

お
り
、
会
議
室
か
ら
ガ
ラ
ス

越
し
に
調
理
工
程
が
見
学
可

能
な
施
設
で
す
。
米
、牛
肉
、

卵
は
大
田
市
産
で
、
食
材
を

活
か
し
た
味
付
け
を
心
が
け

収
穫
後
の
乾
燥
さ

せ
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

花
は
袋
に
詰
め
、
完

全
に
乾
燥
し
な
い
間

に
リ
ボ
ン
で
穂
を
棒

状
に
編
み
上
げ
て
製

作
す
る
ス
テ
ィ
ッ
ク

は
、
折
れ
な
い
よ
う

に
慎
重
に
作
業
を
し
ま
し

た
。
出
来
た
て
の
ポ
プ
リ
は

甘
く
優
雅
な
香
り
が
部
屋
中

に
漂
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

に
持
ち
帰
り
、
香
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

来
年
以
降
は
、
北
海
道
に

あ
る
有
名
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
今
後
さ

ら
に
栽
培
面
積
が
拡
大
さ
れ

る
予
定
で
す
。

大田市産カモミール
100％薬用入浴剤は、
道の駅『ごいせ仁摩』
で販売中です

上
と
地
域
振
興
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に

は
、
カ
モ
ミ
ー
ル

製
品
を
製
造
販
売
す
る
㈱
Ｓ

ｏ
ｕ
Ｇ
ｏ
北
條
裕
子
代
表
取

締
役
社
長
と
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山

地
区
本
部
、
生
産
者
の
代
表

が
、
大
田
市
役
所
に
楫
野
弘

和
大
田
市
長
を
訪
ね
て
、『
大

田
市
産
カ
モ
ミ
ー
ル
薬
用
入

浴
剤
』
の
商
品
の
完
成
を
報

告
し
、
今
後
の
販
売
戦
略
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

て
お
り
、
試
食
で
は
、
Ｊ
Ａ

が
出
荷
し
た
ト
マ
ト
を
使
っ

た
『
ア
ジ
の
ト
マ
ト
南
蛮
』

や
新
メ
ニ
ュ
ー
の
ゴ
マ
味
噌

汁
の
献
立
を
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。参
加
者
は「
子

ど
も
た
ち
の
給
食
が
ど
の
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
実
際

に
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。
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う
も
し
楽
く
し
い
お
を
飯
ご
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新
米
が
待
ち
遠
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
新
米
は
水
分
が
多
い
の
で
炊
飯
時
は

水
を
少
な
め
に
、
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
確
か
に
、
お
米
に
よ
っ
て
は
み

ず
み
ず
し
さ
や
柔
ら
か
さ
、
粘
り
強
さ
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
水
分
が
多

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
的
に
収
穫
後
の
お
米
は
機
械
乾
燥

で
水
分
値
を
15
％
前
後
ま
で
落
と
し
て
い

き
ま
す
。
１
年
た
っ
た
古
米
は
新
米
に
比

べ
れ
ば
保
管
状
況
次
第
で
水
分
値
が
減
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
お
米
は

し
っ
か
り
と
温
度
と
湿
度
が
管
理
さ
れ
た

環
境
で
玄
米
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
た

め
、
大
幅
に
水
分
が
飛
ん
で
し
ま
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
米
が
み
ず
み
ず
し
く
軟
ら
か
め
に
炊

き
上
が
る
の
は
、
収
穫
し
た
て
の
お
米
は

細
胞
壁
や
で
ん
ぷ
ん
を
囲
む
ア
ミ
ロ
プ
ラ

ス
ト
と
呼
ば
れ
る
膜
が
柔
ら
か
い
こ
と
で

炊
飯
の
熱
が
入
り
や
す
く
な
る
か
ら
。
加

え
て
、
お
米
の
水
分
が
落
ち
着
い
て
い
な

い
か
ら
で
す
。
水
分
値
が
15
％
前
後
と

い
っ
て
も
、
全
て
の
お
米
が
同
じ
数
値
に

な
る
わ
け
で
は
な
く
、
14
％
の
お
米
も
あ

れ
ば
16
％
の
お
米
も
あ
る
な
ど
、
ば
ら
つ

き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
差
異
は
急
乾
燥
さ

せ
た
お
米
ほ
ど
顕
著
で
、
早
刈
り
米
に
多

い
「
活
き
青
（
い
き
あ
お
）」
と
呼
ば
れ

る
未
成
熟
米
は
17
％
だ
っ
た
り
18
％
だ
っ

た
り
と
水
分
値
が
高
い
傾
向
で
す
。

一
方
で
、
冷
蔵
で
１
年
寝
か
せ
た
古
米

は
米
粒
同
士
の
水
分
が
移
動
し
て
均
一
に

な
る
た
め
、
米
粒
の
水
分
値
の
差
異
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
細
胞
壁
や
ア
ミ

ロ
プ
ラ
ス
ト
の
膜
が
硬
化
す
る
他
、
タ
ン

パ
ク
質
の
構
造
が
変
質
し
て
熱
に
よ
る
で

ん
ぷ
ん
の
崩
壊
が
小
さ
く
な
る
た
め
、
粘

り
が
少
な
く
硬
く
な
り
や
す
い
で
す
。

新
米
は
水
を
少
な
め
に
し
て
炊
く
と
い

う
方
法
自
体
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
米
の
質
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
か
ら
新

米
と
い
っ
て
も
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ず
み
ず
し
く
軟
ら
か
め
に
炊
け
る
新
米

も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
新
米
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
通
常
通
り
に
炊
い
て
み
て
か

ら
、
水
量
を
加
減
し
て
炊
飯
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

米
・
食
味
鑑
定
士
／
お
米
ラ
イ
タ
ー
●
柏
木
智
帆

新
米
は
水
分
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
？

玄米で冷蔵保管しても
経時変化していく

お申し込みはJA各支店・店へ

大田中央支店　0854-82-0105
大 田 北 支 店　0854-82-0664
大 田 東 支 店　0854-82-8514
温 泉 津 支 店　0855-65-2235
仁 摩 支 店　0854-88-2120
三 　 瓶 　 店　0854-83-2001
高 　 山 　 店　0854-89-0533

3年間の記録が
ひと目で見渡せる 令和8・9・10年版「3年連用日記」

昨年までお取扱いの冊子とデザインや名称、ページ
構成等が異なる場合があります。

お申し込み締切日

9月1日
商品お届け日
12月中旬頃
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白石職員の
独り言

白石職員の
独り言

令
和
７
年
７
月
16
日

石見銀山地区本部版

【ヌキ】
順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 山口 大國　裕紀 330 270 福勝鶴 秀幸福 安福久 金幸

2 富山 白石　健治 347 288 福之姫 百合茂 勝忠平 安福久

3 志学 高田　雅晴 378 288 北美津久 百合茂 安福久 平茂勝

4 多根 三登　芳己 343 274 福勝鶴 諒太郎 安重福 平金勝

5 富山 白石　　尚 333 302 福之鶴 満天白清 忠富士 茂福(宮崎)

【メス】
順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 志学 西谷　悟郎 363 295 北美津久 福之姫 安福久 平茂勝

2 水上 ㈱大田原農場 314 257 北美津久 諒太郎 安福久 百合茂

3 富山 白石　健治 316 296 福之姫 百合茂 勝忠平 安福久

4 富山 白石　　祐 297 285 北美津久 若百合 勝忠平 平茂勝

5 大国 長見　茂幸 314 266 福之鶴 百合茂 安福久 勝忠平

7 月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢
管内 19 723,800 496,100 588,963 26,689 173,896 295 281

メス 中央 101 771,100 479,600 593,641 11,654 127,329 287 283
県 145 1,048,300 409,200 599,697 17,710 153,455 289 285
管内 21 777,700 346,500 637,424 －30,664 142,615 312 283

ヌキ 中央 131 863,500 326,700 639,814 －19,136 106,811 316 280
県 201 896,500 326,700 655,934 －3,016 115,926 323 281

石見銀山地区本部管内 7 月子牛市場ランキング  ベスト５（本人取り除く）

▲

次
回
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

山
口
町大

國
　
太
陽
く
ん

▲

ま
た
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

メ
ス
最
高

三
瓶
町
志
学

西
谷
　
悟
郎
さ
ん

きゅうり・菊・しびき・中長なす・
オクラ・ミニトマト・ピーマン・箱寿司・
玉ねぎ・ズッキーニ

中長なす・トマト・きゅうり・しびき・
ミニトマト・びわ・キャベツ・
ピーマン・みょうが・長なす

すいせんの
里

JAグリーン
おおだ

1,624点

22,193点

※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

みんなの直売市情報

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月  ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）
切花・鉢花10％OFFの日

毎月  ８日、18日、28日（８のつく日）

７月の売上ベスト10（数量ベース）※苗物・海産物を除く

9月12日㊎・13日㊏　9月26日㊎・27日㊏
JAグリーンおおだ、すいせんの里

９月の特売日

きゅうり…身体のほてりを冷やし、体内の水分を調整する　トマト…胃腸を整え、疲労を回復させる。赤い色素リ
コピンには高い抗酸化作用がある　ピーマン・パプリカ…血と気のめぐりを改善し、食欲増進する。免疫力を高める。

一般的に言われている
旬の野菜の薬膳効能 ～夏～

平素よりJAグリーンをご利用いただき誠にありがとうございます。
今年もお盆期間に多くのお客様で賑わい、しびきや切花、果物などお買い上げ
いただき店内も活気に溢れていました。
今年は終戦80年、昭和100年の節目の年となります。先人が守って下さった日
本の国、私たちの故郷を大切にしたいと思う日々です。今後とも産直野菜等地域
の特色を生かし、故郷のお店が賑わっていきます様、職員一同頑張っていきます
のでよろしくお願いたします。

17



石見銀山地区本部版

■お問い合わせ■　JAしまね石見銀山地区本部 生活典礼課　☎0854-84-9071
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「安価で高タンパク、卵は万能！」

石見銀山地区本部版

地元の食材を美味しく調理
辻調理師専門学校卒業、3人の子育て中

フリーアナウンサー　

　谷　夏海さん

①① ②② ③③

9月の 外勤日（ふれあいの日）は
17日（水）・18日（木）・19日（金）

※�９月17日（水）：三瓶店、
高山店は休業いたします。

今月の料理

年金無料相談

8月24日(日) JA仁摩支店
☎0854-88-2120

複雑な年金手続きのお手伝いをいた
します。どなたでもお気軽にご来店
ください。

※時間は９：00～ 12：00

【材料】4個分
◦卵（Mサイズ）������������3個
◦水������卵のおよそ2.5倍（約375cc）
◦塩��������������小さじ1/4
◦梅干し（大きめ）������� 1〜2個程度
◦オクラ�������������� １本

【とろみ餡】
◦水��������������� 200ml
◦薄口醤油������������大さじ1
◦みりん�������� 大さじ1と小さじ2
◦塩��������������小さじ1/2
◦�水溶き片栗粉���（片栗粉:大さじ１、水:大さじ2）

〈作り方〉
❶ �卵は白身を切るように溶きほぐし、水と
塩を入れて卵液をつくる。

❷ �卵液をザルで濾す。
❸ �器に種をとった梅干し¼個程度と卵液を
入れ、アルミホイルで蓋をする。

❹ �沸騰させた蒸し器に器を入れて、中火で8
分、弱火にして10分、火を消して5分蒸らす。

❺ �オクラは、お湯で１〜２分程度茹でておく。
❻ �鍋にとろみ餡の調味料を入れ、水溶き片
栗粉でとろみをつける。

❼ �出来上がった茶碗蒸しにとろみ餡をかけ
てオクラを飾り完成！

※�溶いた卵液は75℃～80℃で固まり始めま
すが、90℃を超えると“す”が入りやすくな
るので中火で。『白身を切るように溶きほぐ
す』は、気泡が入らないようにするためです。
気泡ができた時は、爪楊枝などで潰す。

【材料】2人分（２個分）
◦卵（Mサイズ）������������4個
◦合挽きミンチ�����������100g
◦玉ねぎ������������� 1/2個
◦じゃがいも�������������1個
◦しめじ������������� 1/2袋
◦ケチャップ����������� お好み
◦バター�������������� 10g
◦こめ油（サラダ油）��������� 適量
◦お好みのハーブ���� 彩り用（パセリ等）

【合わせ調味料】
◦ウスターソース� ��������小さじ2
◦濃口しょうゆ����������小さじ1
◦砂糖�������������小さじ1強

〈作り方〉
❶ �玉ねぎはみじん切り、じゃがいもは1㎝角
に切る。

❷ �耐熱容器に玉ねぎ、じゃがいもを入れ、
電子レンジで500W3分加熱。

❸ �中火で熱したフライパンにバターとこめ油
を入れ、ミンチを入れ色が変わったら、し
めじ、玉ねぎ、じゃがいもを入れて炒める。

❹ �合わせ調味料を入れ、水分が少なくなる
まで炒めて、ザルに上げ水分を切る。

❺ �強火で熱したフライパンに大さじ1のこめ
油を入れ、溶き卵を入れフチに火が通り
半熟状態になったら火を止めて具材を乗
せて巻く。

❻ �ケチャップをかけて完成！パセリはお好み
で。

【材料】2〜3人分（１皿）
◦トマト����2個（160g程度のもの）
◦卵（Mサイズ）��������� 5個
◦ごま油���������� 大さじ2
◦サラダ油��������� 大さじ1
◦ブラックペッパー� ����� お好み
◦お好みのハーブ�� 彩り用（パセリ等）

【合わせ調味料】
◦鶏がらスープの素� ���� 小さじ2
◦オイスターソース� ���� 小さじ2
◦塩������������小さじ1/4

〈作り方〉
❶ �トマトは8等分のくし切りにする。（大
きく切ると水っぽくなりにくい）

❷ �フライパンにサラダ油を入れ、強火
でトマトの断面を両面焼いて、お皿
に上げる。（トマトから出た水分が飛
ぶまで1分程度焼く）

❸ �卵と調味料を入れ混ぜたものに、②
で焼いたトマトを入れる。

❹ �強火で熱したフライパンにごま油を
入れ、③を入れフチが固まり始めた
ら、ヘラで中心にむかって卵を寄せ、
ゆるい半熟状態になったら火を止め
てヘラで混ぜながら予熱で火を通す。

❺ �お皿に盛り付け、お好みでハーブや
ブラックペッパーをかけて完成！

※�最初に混ぜるとスクランブルエッグに
なってしまう。ボウルにトマトを入れ
ておくのがポイント！

①冷やしても美味しい！あんかけ茶碗蒸し ②昭和風オムレツ ③トマト卵炒め
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